
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
宮
城
県
高
等
看
護
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
医
療
整
備
課
）　

　

一

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
社
会
参
画
推
進
課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
三
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　

　

一

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
港
湾
施
設
の
概
要 

（
港　

湾　

課
）　

　

四

 
規

則

　

宮
城
県
高
等
看
護
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号

　
　
　

宮
城
県
高
等
看
護
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
高
等
看
護
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
」
を
「
准
看
護
師
の
免
許
を
有
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
者
又
は
同
法

第
百
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
準
ず
る
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
つ
て
、」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

　

第
十
一
条
第
四
号
中
「
准
看
護
師
の
免
許
を
得
た
後
三
年
以
上
准
看
護
師
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
を
証
す
る
施
設

の
長
の
発
行
す
る
就
業
証
明
書
又
は
」
を
削
り
、「
卒
業
見
込
証
明
書
」
の
下
に
「
又
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
に

準
ず
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
二
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

美
里
町
体
育
協
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

福
内　

清
二

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

遠
田
郡
美
里
町
北
浦
字
下
新
田
九
十
七
番
地
一　

美
里
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
社
会
体
育
の
普
及
事
業
を
通
し
て
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
向
上

と
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
諸
団
体
並
び
に
住
民
相
互

の
連
携
融
和
を
図
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
一
迫
字
川
口
北
山
四
八
の
四
、
四
八
の
五
、
四
八
の
八
、
四
八
の
九
、
四
八
の
一
二
、
四
八
の
一
三
、
四

八
の
三
〇
、
字
川
口
三
平
屋
敷
二
六
、
花
山
字
草
木
沢
坂
下
八
の
二
、
字
草
木
沢
角
間
四
か
ら
六
ま
で
、
字
草
木
沢

南
程
野
一
五
の
一
、
一
五
の
三
、
一
六
、
一
九
の
一
、
二
〇

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法
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�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

岩
沼
市
志
賀
字
土
平
五
一
、
五
二
、
九
七

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

東
松
島
市
浅
井
字
関
田
六
八
、
七
二
、
七
六
、
七
七
、
字
高
田
八
〇
の
一
、
八
四
、
八
五

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
東
松
島
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
六
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

二　

商
号
又
は
名
称
等
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商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

有
限
会
社
ナ
ル
セ

建
設
伊
藤　

策
実

株
式
会
社
太
田
組

太
田　

陽
平

遠
藤
興
業
株
式
会

社遠
藤　

信
義

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

加
美
郡
加
美
町
字
下
野
目

蓬
田
西
十
八－

一

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
南
佐

沼
一
丁
目
三－

十
二

石
巻
市
大
街
道
南
二
丁
目

九－

十
三

建

設

業

許

可

番

号

般－

十
九

第
九
百
三
十
七

号般
・
特－

十
九

第
千
百
九
十
七

号般
・
特－

十
七

第
三
千
五
十
五

号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

造
園
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

管
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

造
園
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
一
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
二
日



 

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
雄
勝
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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株
式
会
社
佐
藤
芝

生佐
藤　

伸
児

梅
原
建
設
工
業
株

式
会
社

梅
原　

光
啓

北
都
ハ
ウ
ス
工
業

株
式
会
社

村
井　

芳
信

大
新
工
業
株
式
会

社新
井　

偉
夫

株
式
会
社
武
山
工

務
店
武
山　

正
一

有
限
会
社
紺
野
塗

装
店
紺
野　

友
幸

有
限
会
社
山
田
電

業
白
石
工
事
所

山
田　

宜

株
式
会
社
遠
藤
工

業遠
藤　

誠

株
式
会
社
マ
ル
カ

産
業
阿
部　

義
枝

有
限
会
社
高
橋
ア

メ
ニ
テ
ィ
住
設

高
橋　

道
大

有
限
会
社
栄
江
工

業荒
木　

陞

栗
原
市
高
清
水
新
町
五

仙
台
市
宮
城
野
区
燕
沢
東

二
丁
目
六－

八

仙
台
市
太
白
区
ひ
よ
り
台

二
十
五－

八

石
巻
市
鹿
妻
南
五
丁
目
三

－

十
八

石
巻
市
新
橋
一－

六
十

大
崎
市
古
川
塚
目
字
金
皿

三
十
八

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
樋
ノ

口
五－

六

多
賀
城
市
笠
神
一
丁
目
十

－

十
一

石
巻
市
沢
田
字
志
の
畑
二

十－

一

登
米
市
迫
町
新
田
字
前
沼

三
十－

十
二

石
巻
市
蛇
田
字
新
丸
井
戸

二
十
九－

一

般－

十
八

第
三
千
五
百
七

十
七
号

特－

十
八

第
四
千
三
百
五

十
五
号

特－

二
十
二

第
五
千
八
百
六

十
三
号

般－

十
七

第
六
千
九
百
二

十
一
号

般－

十
七

第
七
千
三
十
八

号般－

十
九

第
七
千
百
三
十

一
号

般－

十
八

第
一
万
百
九
十

号特－

十
七

第
一
万
千
七
百

三
十
六
号

般－

二
十
一

第
一
万
五
千
七

百
九
十
二
号

般－

十
七

第
一
万
六
千
百

五
十
一
号

般－

十
九

第
一
万
八
千
十

六
号

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

全
部
廃
業

特
定
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

一
部
廃
業

特
定
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

管
工
事
業

　

防
水
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

塗
装
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

電
気
工
事
業

一
部
廃
業

特
定
建
設
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

石
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
一
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
五
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
十
五
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
十
八
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
二
十
一
日

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

変

更

の

区

間

石
巻
市
真
野
字
六
の
坪
一
四
番
三
地
先
か
ら

同
市
真
野
字
十
の
坪
四
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

四
・
二
〜
九
・
〇

　

五
・
二
〜

一
一
・
三

　

五
・
五
〜

 

一
二
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
三
・
二

八
三
・
二

九
一
・
一

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



〇
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
九
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
、
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
の
港
湾
施
設
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
及
び
宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

石
巻
雄
勝
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

石
巻
市
真
野
字
七
の
坪
無
番
地
先
か
ら

同
市
真
野
字
九
の
坪
無
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

十
一
月
三
十
日

種　

類

係
留
施
設

臨
港
交
通

施
設

施　
設　
名

中
野
南
岸
壁

ふ
頭
七
号
線

位　
　

置

仙
台
市
宮
城
野
区

港
二
丁
目
地
内

仙
台
市
宮
城
野
区

港
二
丁
目
地
内

構　
　

造

鋼
矢
板
控
組

杭
・
直
立
消
波

併
用
式

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

数
量
・
能
力

延
長
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル延
長
八
六
一
メ
ー
ト

ル幅
一
五
メ
ー
ト
ル

備　　　　
考

新
規

新
規


